
福島 12 市町村の将来像に関する有識者検討会

川内村復興の現状
～復興～創生に向けて～

村制施行130年を経て未来に向かい新たな村づくりを目指します
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村の現状
村は、平成２３年３月の東日本大震災と福島第一原子力発電所事故により、全

村避難を余儀なくされました。震災後９年が過ぎ、これまで、生活環境の回復や
インフラ整備など様々な施策を実施してきた結果、８割の村民が村での生活を再
開しておりますが、若い世代や子どもたちの帰還が進んでいないのが現状であり
ます。そのうえ、昨年の台風第１９号により村内各所に甚大な被害が生じたとこ
ろであります。
そのため、震災・台風からの復旧・復興はもとより、健康で安心して生活でき

る環境づくりや村ならではの資源を活かした魅力づくり、仕事づくりを進めてい
るところです。
さらには、交流人口を拡大し、定住人口として新たな風を呼び込むための施策

や基幹産業である農林畜産業の振興、若い世代や子どもたちが戻ってきてもらう
ための教育環境の整備を推進しています。
急激な人口減少と少子高齢化、復興の反動減など厳しい現実を突きつけられて

いますが、その流れにあらがい、村民一人ひとりが生きがいや誇り（川内プライ
ド）を持てる真の復興・再生を成し遂げなければなりません。
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村内生活者等状況 (令和2年5月1日現在）

・震災時の住基人口数 ３，０３８人 （１，１１９世帯）
（６５歳以上１，０１７人・ 高齢者率３３．４７％）

・住基人口数 ２，５６２人 （１，２４７世帯）
・震災時から４７６人減少

（６５歳以上１，０９４人・ 高齢者率４２．７０％）
・村内での生活者数 ２，０６９人 （９６０世帯）

（６５歳以上 ８９１人・ 高齢者率４３．０６％）
・村内生活者率 ８０．７５％
・村外生活者数 ４９３人（福島県内４０３人・福島県外９０人）
・村内生活者のうち新たな移住者 ４２７人(２０．６３％)
・現在の就学者数

保育園３８人 小学校４４人 中学校２７人 計１０９人
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新たな村づくりに向けた3つ分野
若者をはじめ住民が希望を持って暮らせるような、多くの人々を惹きつけるような魅力づくり

〇産業振興
新たな農業、産業づくり
地域ぐるみの農林業体制の確立
担い手確保に向けた取り組み

〇生活環境整備
一人ひとりに寄り添った教育の推進
道路等インフラ整備
住環境整備（空き家、民宿の活用等)
コミュニティ活動の充実化

〇交流人口拡大
来訪者の趣向等を踏まえた効果的PR
来村者の受け入れ環境づくり
村外との交流・絆づくり
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令和２年度主要事業

一般会計予算９，３４８，０００千円
（前年度対比１２．６７％増）

〇教育環境整備事業 １，４４２，４４４千円
〇除染事業(廃棄物搬出費含む) １，１２８，９９１千円
〇農林水産業施設災害復旧事業 ６５８，３０１千円
〇公共土木施設災害復旧事業 １，６８４，０３８千円
〇ワイン醸造施設整備事業 ４４２，１６３千円
〇ふくしま森林再生事業 ２９７，５００千円
〇住環境整備事業(住宅購入) ３００，０００千円
〇防災行政無線更新事業 １５８，９５０千円
〇中山間地域・多面的機能支払推進事業 ７５，２５３千円
〇食品放射能検査事業 ２５，７１６千円
〇村づくり運営法人補助事業 １０，０００千円
〇交流人口増イベント事業 ２１，５００千円
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